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達成感を味わうことのできる授業づくり  




観察，子どもからのインタビューと授業実践から検証する。その結見 レディネス，教師  
のかかわり。仲間との関係が達成感を味わうために大切であることが明らかになった。  
















（2）研究の目的   
本研究では，まず，子どもがどんなときに達成  





（3）研究の方法   
次のような方法で研究及び実践を行った。  
①子どもがどんなときに達成感を感じるのかの先   
行研究，子どものインタビューから振り返る。   
また，達成感を支える教師のかかわりついての   
先行研究についてもまとめる。  
②先行研免 子どものインタビューをもとに，達   
成感を味わうことができる授業を行う際に，達   
成感を支えるものを割り出し，それを意識した  
1 問題の所在と方法  
（1）問題の所在及び研究の背景   
広辞苑によると，達成感とは「ものごとを成し  























































3 実践と結果（明らかになったこと）  










④③の結果をもとに，達成感を支えるものを意識   
した授業の効果について考察するとともに，今   
後の課題についても検証する。  
2 先行研究の検討  









成功場面（5感慌25語） 失敗場面（7感慌34語）  
①不愉快：情けない，ショツウ   
悲しい，いやだなあ  
②無能感：がんばってもだめなんだ，   
劣等感，自分は頭がわるい．自   
信がなくなった，自分はなんてだ   
めなやつなんだ  
③罰の予感：先生におこられる  
先生に申し訳ない，親におこられ   
る，親に申し訳ない，親に見せた   
くない  
④後悔もっとがんばればよかった，   
がんばればもっとやれたのに，どう   
してもっとがんばらなかったのか，   
今度はがんばろう，どうしてだろう  
⑤おどろき：まさか，信じられない，   
あぜん，ぴっくりした，どうしてだろ   
う  
⑥くやしさ：くやしい，ちくしょう，残   
念くそ－という気持ち，がっかり  
⑦あきらめ：まあいいや∫こんなもの   
だろう．やっぱり，しかたがない   
①よろこびやった－，気分がいい，   
うれしい，よろこび，よかった  
②おどろき意外だ信じられない，   
本当かなあ，次はどうなるかと不   
安，うっそ－  
③統制感・向上心がんばったかい   
があった，がんばってよかった，が   
んばったからなあ，やればできる   
んだなあ．今度もがんばろう  
④承認への期待：先生によろこんで   
もらえる，親にほめられるぞ，はや   
く親に見せたい，先生にほめられ   
るぞ，親に喜んでもらえる  
⑤誇り・友人への意識：このくらいは   
あたりまえだ，自分は頭がいい，   
友達にどう思われるだろうか，他   
の人の成績はどうだったんだろう，   






まで試行錯誤を繰り返していた）   
授業においては、達成感とは，奈須。堀野が示  
す「①よろこび～⑤誇り。友人への意識」のよう  













































（2）実践した授業   
実践した授業は以下の通りである。  
①第4学年 社会科（2／3時間）  
単元「安全なくらしをまもる」   












②第5学年 音楽科  
































られないだろう。その上で 動機づけを工夫し学  
習意欲を高めたり，スモールステップで小さな達  





5 到達点と課題  
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（4）子どもが達成感を感じるまでのプロセスに必   
要なもの  
227   
